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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１空間と第２空間とを有する床上空間を備えた建物に換気装置と空調装置とが設置さ
れており、
　前記建物の前記床上空間の前記第１空間と前記第２空間とに面して第１空間用給気口と
第２空間用給気口とがそれぞれ設けられており、
　前記換気装置及び前記空調装置と前記第１空間用給気口及び前記第２空間用給気口との
間は、共通の換気空調分岐ユニットを介して、第１空間用ダクトと第２空間用ダクトとに
よりそれぞれ接続されており、
　前記換気空調分岐ユニット内は、前記換気装置の第１空間用換気空気吹出部と前記空調
装置の第１空間用空調空気吹出部と前記第１空間用ダクトとが連通する第１空間用分岐流
路と、前記換気装置の第２空間用換気空気吹出部と前記空調装置の第２空間用空調空気吹
出部と前記第２空間用ダクトとが連通する第２空間用分岐流路とに区画されているととも
に、
　前記第１空間用空調空気吹出部と、前記第２空間用空調空気吹出部とには、強制吹出手
段がそれぞれ設けられていることを特徴とする換気空調システム。
【請求項２】
　前記換気装置と前記空調装置とは、一体化された換気空調装置とされていることを特徴
とする請求項１に記載の換気空調システム。
【請求項３】



(2) JP 5530282 B2 2014.6.25

10

20

30

40

50

　前記換気空調装置は、ヒートポンプ式のエアコンディショナの屋内機であり、屋外に設
置された屋外機と接続されていることを特徴とする請求項２に記載の換気空調システム。
【請求項４】
　前記空調装置における前記第１空間用空調空気吹出部と前記第２空間用空調空気吹出部
とには、逆流防止弁が設けられていることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に
記載の換気空調システム。
【請求項５】
　前記換気装置と前記空調装置とは、前記建物の床下空間に設置されていることを特徴と
する請求項１乃至４のいずれか１項に記載の換気空調システム。
【請求項６】
　前記空調装置は、床下用吹出部を備えていることを特徴とする請求項５に記載の換気空
調システム。
【請求項７】
　前記床下空間は、前記建物の床と基礎底盤コンクリートと基礎側壁コンクリートとに囲
まれているとともに、前記基礎側壁コンクリートには基礎断熱材が取り付けられているこ
とを特徴とする請求項６に記載の換気空調システム。
【請求項８】
　請求項１乃至７のいずれか１項に記載の換気空調システムを備えていることを特徴とす
る建物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建物の換気空調システム及びこの換気空調システムを備えた建物に関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、建物の床上空間における換気と空調とを同時に行える換気空調システムが知
られている（例えば、特許文献１等を参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－２７６０４１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１のような従来の換気空調システムでは、換気装置と空調装置
とから多くのダクトが床上空間に向けて配設される複雑な構造とされており、施工作業や
メンテナンス作業の煩雑さがあった。
【０００５】
　そこで、本発明は、ダクトが少ない簡易な構造で、施工作業やメンテナンス作業を容易
に行うことができる換気空調システム及びこの換気空調システムを備えた建物を提供する
ことを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記目的を達成するために、本発明の換気空調システムは、第１空間と第２空間とを有
する床上空間を備えた建物に換気装置と空調装置とが設置されており、前記建物の前記床
上空間の前記第１空間と前記第２空間とに面して第１空間用給気口と第２空間用給気口と
がそれぞれ設けられており、前記換気装置及び前記空調装置と前記第１空間用給気口及び
前記第２空間用給気口との間は、共通の換気空調分岐ユニットを介して、第１空間用ダク
トと第２空間用ダクトとによりそれぞれ接続されており、前記換気空調分岐ユニット内は
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、前記換気装置の第１空間用換気空気吹出部と前記空調装置の第１空間用空調空気吹出部
と前記第１空間用ダクトとが連通する第１空間用分岐流路と、前記換気装置の第２空間用
換気空気吹出部と前記空調装置の第２空間用空調空気吹出部と前記第２空間用ダクトとが
連通する第２空間用分岐流路とに区画されていることを特徴とする。
【０００７】
　ここで、前記換気装置と前記空調装置とは、一体化された換気空調装置とされていると
よい。
【０００８】
　また、前記換気空調装置は、ヒートポンプ式のエアコンディショナの屋内機であり、屋
外に設置された屋外機と接続されているとよい。
【０００９】
　さらに、前記空調装置における前記第１空間用空調空気吹出部と前記第２空間用空調空
気吹出部とには、逆流防止弁が設けられているとよい。
【００１０】
　また、前記換気装置と前記空調装置とは、前記建物の床下空間に設置されているとよい
。
【００１１】
　また、前記空調装置は、床下用吹出部を備えているとよい。
【００１２】
　さらに、前記床下空間は、前記建物の床と基礎底盤コンクリートと基礎側壁コンクリー
トとに囲まれているとともに、前記基礎側壁コンクリートには基礎断熱材が取り付けられ
ているとよい。
【００１３】
　本発明の建物は、上記した換気空調システムを備えていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　このような本発明の換気空調システムは、第１空間と第２空間とを有する床上空間を備
えた建物に換気装置と空調装置とが設置されている。
【００１５】
　そして、建物の床上空間の第１空間と第２空間とに面して第１空間用給気口と第２空間
用給気口とがそれぞれ設けられており、換気装置及び空調装置と第１空間用給気口及び第
２空間用給気口との間は、共通の換気空調分岐ユニットを介して、第１空間用ダクトと第
２空間用ダクトとによりそれぞれ接続されている。
【００１６】
　そのうえで、換気空調分岐ユニット内は、換気装置の第１空間用換気空気吹出部と空調
装置の第１空間用空調空気吹出部と第１空間用ダクトとが連通する第１空間用分岐流路と
、換気装置の第２空間用換気空気吹出部と空調装置の第２空間用空調空気吹出部と第２空
間用ダクトとが連通する第２空間用分岐流路とに区画された構成とされている。
【００１７】
　こうした構成なので、換気空調分岐ユニットの存在によりダクトの分岐部が簡略化され
るため、ダクトが少ない簡易な構造となり、施工作業やメンテナンス作業を容易に行うこ
とができる。
【００１８】
　ここで、換気装置と空調装置とが、一体化された換気空調装置とされている場合は、換
気装置と空調装置とが別体となっているのに比べ、余計なスペースを必要としないうえに
、換気装置と空調装置と換気空調分岐ユニットとの組み立てを容易に行うことができる。
【００１９】
　また、換気空調装置が、ヒートポンプ式のエアコンディショナの屋内機であり、屋外に
設置された屋外機と接続されている場合は、ヒートポンプを用いるため、省エネルギー性
能に優れたものとすることができる。
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【００２０】
　さらに、空調装置における第１空間用空調空気吹出部と第２空間用空調空気吹出部とに
は、逆流防止弁が設けられている場合は、空調運転は行っておらず、換気運転のみをおこ
なっているときに、換気用の空気が第１空間用空調空気吹出部や第２空間用空調空気吹出
部に流れ込んで換気機能が低下するのを防止することができる。
【００２１】
　また、換気装置と空調装置とは、建物の床下空間に設置されている場合は、床上空間が
、これらに占用されず、有効に利用することができ、意匠的外観も良い。
【００２２】
　また、空調装置が、床下用吹出部を備えている場合は、床下用吹出部から暖気を吹き出
し、床下空間内で対流させて、床上空間を均一にムラなく暖める床下暖房を行うことがで
きる。
【００２３】
　さらに、床下空間は、建物の床と基礎底盤コンクリートと基礎側壁コンクリートとに囲
まれているとともに、基礎側壁コンクリートには基礎断熱材が取り付けられている場合は
、床下空間を断熱構造とするため、床下空間内の空気の熱を屋外に極力漏らすことなく、
特に、エネルギー効率のよい床下暖房を行うことができる。
【００２４】
　このような本発明の建物は、本発明の換気空調システムを備えた構成とされている。
【００２５】
　こうした構成なので、上記した本発明の換気空調システムの効果を奏する建物とするこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】実施例の換気空調システムを備えた建物の概略構成を説明する説明図である。
【図２】実施例の換気空調装置の概略構成を示す説明図である。
【図３】実施例の換気空調システムにおいて、換気運転を行った状態を示す説明図である
。
【図４】実施例の換気空調システムにおいて、即効性を有する暖房又は冷房の空調運転を
行った状態を示す説明図である。
【図５】実施例の換気空調システムにおいて、床下暖房の空調運転を行った状態を示す説
明図である。
【図６】実施例の換気空調システムにおいて、即効性を有する暖房及び床下暖房の空調運
転を行った状態を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下、本発明を実施するための形態を、図面に示す実施例に基づいて説明する。
【実施例】
【００２８】
　先ず、実施例の構成について説明する。
【００２９】
　図１は、実施例の換気空調システムを備えた建物１の概略構成を示している。
【００３０】
　まず、このような建物１は、基礎断熱として構築された基礎底盤コンクリート１ｂと、
その側縁に立設された基礎側壁コンクリート１ｃと、さらにその上に立設された外壁部１
ｄと、その外壁部１ｄの上端開口を塞ぐ天井部１ｅとから主に構成されている。
【００３１】
　そして、この天井部１ｅと外壁部１ｄとに囲まれる空間は、１階部分の床としての床部
１ａによって床下空間４と床上空間５とに区切られている。
【００３２】
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　さらに、床上空間５は、中間壁１ｆと２階部分の床としての床部１ｇとが設けられてお
り、第１空間としての１階居室空間５１と、第２空間としての２階居室空間５２と、共有
空間としての階段スペース５３とに区画され、２階建ての建物とされている。
【００３３】
　なお、建物１内の空間配置が分かり易いように、階段スペース５３における階段の図示
は省略した。
【００３４】
　ここで、共有空間としての階段スペース５３と１階居室空間５１との間の中間壁１ｆに
は、出入口としてのドア５１ａが設けられており、このドア５１ａの下側と床部１ａとの
間には、第１空間換気空調用排気口としての隙間６１が設けられている。
【００３５】
　また、共有空間としての階段スペース５３と２階居室空間５２との間の中間壁１ｆには
、出入口としてのドア５２ａが設けられており、このドア５２ａの下側と床部１ｇとの間
には、第２空間換気空調用排気口としての隙間６２が設けられている。
【００３６】
　さらに、基礎側壁コンクリート１ｃの床下空間４側には、基礎断熱材１８が貼り付けら
れており、床下空間４内の空気の熱が屋外に極力漏れない断熱構造となっている。
【００３７】
　なお、この基礎断熱材１８としては、グラスウールなどが好適に用いられる。
【００３８】
　そして、この実施例の換気空調システムでは、床下空間４に換気空調装置としてのエア
コンディショナの屋内機３が設置されている。
【００３９】
　この換気空調装置としてのエアコンディショナの屋内機３は、換気装置３Ａと空調装置
３Ｂとが一体化されたものであり、換気機能、冷暖房機能、及び除湿機能を有している。
【００４０】
　ここで、この換気空調装置としてのエアコンディショナの屋内機３は、ヒートポンプ式
であり、建物１の屋外に設置された屋外機２と接続されている。
【００４１】
　また、エアコンディショナの屋内機３の内部には、屋外機２に繋がっている熱媒循環管
路２１が接続されている。
【００４２】
　さらに、このエアコンディショナの屋内機３は、図２に示したように、その内部が、換
気装置３Ａ内の換気排気用空間３０ａ及び換気給気用空間３０ｂと、空調装置３Ｂ内の空
調用空間３０ｃとに区画されている。
【００４３】
　ここで、エアコンディショナの屋内機３における換気排気用空間３０ａと、換気給気用
空間３０ｂとは、空気の流れが逆方向とされ、上流側と下流側とが逆になっている。
【００４４】
　また、換気給気用空間３０ｂと、空調用空間３０ｃとは、空気の流れが順方向とされ、
上流側と下流側とが同一になっている。
【００４５】
　そして、エアコンディショナの屋内機３における換気排気用空間３０ａでは、その上流
側に、換気用吸込部３７を備え、その下流側には、内気吹出部３８を備えているとともに
、これらの間に、強制吹出手段としてのファン８が設けられている。
【００４６】
　また、エアコンディショナの屋内機３における換気給気用空間３０ｂでは、その上流側
に、外気吸込部３１を備え、その下流側には、強制吹出手段としてのファン８がそれぞれ
設けられた第１空間用換気空気吹出部としての１階用換気空気吹出部３３Ａと、第２空間
用換気空気吹出部としての２階用換気空気吹出部３３Ｂとを備えている。



(6) JP 5530282 B2 2014.6.25

10

20

30

40

50

【００４７】
　ここで、換気排気用空間３０ａと換気給気用空間３０ｂとの間は、熱交換素子から成る
仕切り材９で仕切られている。
【００４８】
　なお、この熱交換素子から成る仕切り材９としては、換気排気用空間３０ａ内の汚れた
空気が換気給気用空間３０ｂ内へ流入して清浄化された空気が汚染されないように、熱伝
導性の高い金属板などの非通気性のものが好適に用いられる。
【００４９】
　さらに、エアコンディショナの屋内機３における空調用空間３０ｃでは、その上流側に
、空調空気吸込部３２Ａと、床下空調空気吸込部３２Ｂとを備え、その下流側には、強制
吹出手段としてのファン８がそれぞれ設けられた第１空間用空調空気吹出部としての１階
用空調空気吹出部３５と、第２空間用空調空気吹出部としての２階用空調空気吹出部３６
と、床下用吹出部３４とを備えている。
【００５０】
　ここで、１階用空調空気吹出部３５には、逆流防止弁３５ａが設けられている。
【００５１】
　また、２階用空調空気吹出部３６にも、逆流防止弁３６ａが設けられている。
【００５２】
　さらに、エアコンディショナの屋内機３における空調用空間３０ｃ内には、熱交換器３
ｂが設けられており、上流側の空間と下流側の空間とに仕切られている。
【００５３】
　なお、図示は省略したが、この熱交換器３ｂに屋外機２からの熱媒循環管路２１が接続
されている。
【００５４】
　そして、エアコンディショナの屋内機３の換気給気用空間３０ｂと空調用空間３０ｃと
の下流側には、換気空調分岐ユニット３Ｃが設けられている。
【００５５】
　この換気空調分岐ユニット３Ｃは、第１空間用分岐流路としての１階用分岐流路３９ａ
と第２空間用分岐流路としての２階用分岐流路３９ｂとに区画されている。
【００５６】
　ここで、１階用分岐流路３９ａの上流側には、第１空間用空気吹出部としての１階用空
気吹出部３９Ａを備えており、この１階用空気吹出部３９Ａは、下流側の１階用換気空気
吹出部３３Ａ及び１階用空調空気吹出部３５と連通されている。
【００５７】
　また、２階用分岐流路３９ｂの上流側には、第２空間用空気吹出部としての２階用空気
吹出部３９Ｂを備えており、この２階用空気吹出部３９Ｂは、下流側の２階用換気空気吹
出部３３Ｂ及び２階用空調空気吹出部３６と連通されている。
【００５８】
　一方で、建物１において、図１に示したように、外壁部１ｄには、外気吸入口１０と、
内気吐出口１１とが設けられている。
【００５９】
　さらに、建物１における第１空間としての１階居室空間５１の床部１ａには、グリル付
きの第１空間用給気口としての１階用給気口１２と、床下空間４と連通するグリル付きの
別の給気口１３と、グリル付きの床下空調用排気口１４とが設けられている。
【００６０】
　また、建物１における第２空間としての２階居室空間５２の床部１ｇには、グリル付き
の第２空間用給気口としての２階用給気口１５が設けられている。
【００６１】
　さらに、建物１における共有空間としての階段スペース５３の床部１ａには、グリル付
きの換気用排気口１６と、グリル付きの空調用排気口１７とが設けられている。



(7) JP 5530282 B2 2014.6.25

10

20

30

40

50

【００６２】
　そして、換気空調装置としてのエアコンディショナの屋内機３の外気吸込部３１と外気
吸入口１０との間は、ダクト７１を介して接続されている。
【００６３】
　また、床下空調空気吸込部３２Ｂと床下空調用排気口１４との間は、ダクト７２を介し
て接続されている。
【００６４】
　さらに、空調空気吸込部３２Ａと空調用排気口１７との間は、ダクト７３を介して接続
されている。
【００６５】
　そのうえで、ダクト７１，７２，７３の中継部に、空気清浄化手段としてのフィルター
ボックス１９が設けられている。
【００６６】
　なお、フィルターボックス１９内には、図２に示したように、換気空気と空調空気とが
混合するのを防止する隔壁１９ａが設けられている。
【００６７】
　そして、換気空調分岐ユニット３Ｃの１階用空気吹出部３９Ａと１階用給気口１２との
間は、第１空間用ダクトとしてのダクト７４を介して接続されている。
【００６８】
　また、換気空調分岐ユニット３Ｃの２階用空気吹出部３９Ｂと２階用給気口１５との間
は、第２空間用ダクトとしてのダクト７５を介して接続されている。
【００６９】
　なお、このダクト７５の下側部分は、他のダクトと同様、床下空間４に配設されている
が、上側部分は、中間壁１ｆ内と２階部分の床としての床部１ｇ内とに配設されている。
【００７０】
　そして、換気空調装置としてのエアコンディショナの屋内機３の換気用吸込部３７と換
気用排気口１６との間は、ダクト７６を介して接続されている。
【００７１】
　また、内気吹出部３８と内気吐出口１１との間は、ダクト７７を介して接続されている
。
【００７２】
　そして、換気空調装置としてのエアコンディショナの屋内機３には、図１に示したよう
に、このエアコンディショナの屋内機３を制御する制御部３ａが内蔵されている。
【００７３】
　さらに、床上空間５には、この実施例の換気空調システムを所望の運転パターンに設定
するための図示省略のコントローラが設けられている。
【００７４】
　そして、このコントローラから制御部３ａへ設定信号が送信され、換気空調装置として
のエアコンディショナの屋内機３が、その設定信号に基づいて制御される。
【００７５】
　次に、実施例の換気空調システムの運転パターンについて説明する。
【００７６】
　なお、図３～図６では、換気用の空気の流れを黒矢印で示し、空調用の空気の流れは白
抜矢印で示し、床下空調用の空気の熱の伝わりは点線矢印で示して説明する。
【００７７】
　まず、換気運転時のパターンについて説明する。
【００７８】
　建物１の床上空間５内の換気運転は、現在では、連続的であるか間欠的であるかにかか
わらず、必ず行わなくてはならないものである。
【００７９】
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　この換気運転時は、制御部３ａは、換気空調装置としてのエアコンディショナの屋内機
３の外気吸込部３１から換気用の空気を吸い込み、１階用換気空気吹出部３３Ａ及び２階
用換気空気吹出部３３Ｂから換気用の空気を吹き出し、換気用吸込部３７から排気された
換気用の空気を吸い込み、それを内気吹出部３８から吹き出す制御を行う。
【００８０】
　このように制御を行うと、図３に示したように、外気吸入口１０から吸入された換気用
の空気（外気）は、ダクト７１を通って、中継部のフィルターボックス１９により清浄化
され、エアコンディショナの屋内機３の外気吸込部３１から吸い込まれる。
【００８１】
　ここで、１階用換気空気吹出部３３Ａから吹き出された換気用の空気は、換気空調分岐
ユニット３Ｃの１階用分岐流路３９ａを介して、１階用空気吹出部３９Ａからダクト７４
を通って、１階用給気口１２から１階居室空間５１へ給気される。
【００８２】
　そして、１階居室空間５１内を換気した後、第１空間換気空調用排気口としてのドア５
１ａの隙間６１から共有空間としての階段スペース５３へ排気され、階段スペース５３も
換気した後、換気用排気口１６からダクト７６を通って、換気用吸込部３７から吸い込ま
れてから内気吹出部３８から吹き出され、ダクト７７を通って、内気吐出口１１から建物
１の屋外へ排気される。
【００８３】
　また、２階用換気空気吹出部３３Ｂから吹き出された換気用の空気は、換気空調分岐ユ
ニット３Ｃの２階用分岐流路３９ｂを介して、２階用空気吹出部３９Ｂからダクト７５を
通って、２階用給気口１５から２階居室空間５２へ給気される。
【００８４】
　そして、２階居室空間５２内を換気した後、第２空間換気空調用排気口としてのドア５
２ａの隙間６２から共有空間としての階段スペース５３へ排気され、階段スペース５３も
換気した後、１階居室空間５１を換気した換気用の空気とともに、換気用排気口１６から
ダクト７６を通って、換気用吸込部３７から吸い込まれてから内気吹出部３８から吹き出
され、ダクト７７を通って、内気吐出口１１から建物１の屋外へ排気される。
【００８５】
　すなわち、この循環を繰り返す。
【００８６】
　次に、暖房を行う際の換気空調運転時のパターンについて説明する。
【００８７】
　まず、床上空間５を、即効性を有する暖房のみで暖めたいときは、制御部３ａは、換気
空調装置としてのエアコンディショナの屋内機３の外気吸込部３１から換気用の空気を吸
い込み、１階用換気空気吹出部３３Ａ及び２階用換気空気吹出部３３Ｂから換気用の空気
を吹き出し、換気用吸込部３７から排気された換気用の空気を吸い込み、それを内気吹出
部３８から吹き出すとともに、空調空気吸込部３２Ａから空調用の空気を吸い込み、１階
用空調空気吹出部３５及び２階用空調空気吹出部３６から空調用の空気（暖気）を吹き出
す制御を行う。
【００８８】
　このように制御を行うと、図４に示したように、外気吸入口１０から吸入された換気用
の空気（外気）は、ダクト７１を通って、中継部のフィルターボックス１９により清浄化
され、エアコンディショナの屋内機３の外気吸込部３１から吸い込まれるとともに、空調
用排気口１７から吸い込まれた空調用の空気は、ダクト７３を通って、中継部のフィルタ
ーボックス１９により清浄化され、エアコンディショナの屋内機３の空調空気吸込部３２
Ａから吸い込まれる。
【００８９】
　ここで、１階用換気空気吹出部３３Ａから吹き出された換気用の空気及び１階用空調空
気吹出部３５から吹き出された空調用の空気（暖気）は、換気空調分岐ユニット３Ｃの１
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階用分岐流路３９ａを介して、１階用空気吹出部３９Ａからダクト７４を通って、１階用
給気口１２から１階居室空間５１へ給気される。
【００９０】
　そして、１階居室空間５１内を換気空調した後、第１空間換気空調用排気口としてのド
ア５１ａの隙間６１から共有空間としての階段スペース５３へ排気され、階段スペース５
３も換気空調した後、換気用の空気相当分の空気は、換気用排気口１６からダクト７６を
通って、換気用吸込部３７から吸い込まれてから内気吹出部３８から吹き出され、ダクト
７７を通って、内気吐出口１１から建物１の屋外へ排気されるとともに、空調用の空気相
当分の空気は、空調用排気口１７からダクト７３内へ排気される。
【００９１】
　また、２階用換気空気吹出部３３Ｂから吹き出された換気用の空気及び２階用空調空気
吹出部３６から吹き出された空調用の空気（暖気）は、換気空調分岐ユニット３Ｃの２階
用分岐流路３９ｂを介して、２階用空気吹出部３９Ｂからダクト７５を通って、２階用給
気口１５から２階居室空間５２へ給気される。
【００９２】
　そして、２階居室空間５２内を換気空調した後、第２空間換気空調用排気口としてのド
ア５２ａの隙間６２から共有空間としての階段スペース５３へ排気され、１階居室空間５
１を換気空調した後の換気用の空気及び空調用の空気とともに階段スペース５３も換気空
調した後、換気用の空気相当分の空気は、１階居室空間５１の換気用の空気相当分の空気
とともに、換気用排気口１６からダクト７６を通って、換気用吸込部３７から吸い込まれ
てから内気吹出部３８から吹き出され、ダクト７７を通って、内気吐出口１１から建物１
の屋外へ排気されるとともに、空調用の空気相当分の空気は、１階居室空間５１の空調用
の空気相当分の空気とともに、空調用排気口１７からダクト７３内へ排気される。
【００９３】
　すなわち、この循環を繰り返す。
【００９４】
　次に、床上空間５を、床下暖房のみで暖めたいときは、制御部３ａは、換気空調装置と
してのエアコンディショナの屋内機３の外気吸込部３１から換気用の空気を吸い込み、１
階用換気空気吹出部３３Ａ及び２階用換気空気吹出部３３Ｂから換気用の空気を吹き出し
、換気用吸込部３７から排気された換気用の空気を吸い込み、それを内気吹出部３８から
吹き出すとともに、床下空調空気吸込部３２Ｂから床下空調用の空気を吸い込み、床下用
吹出部３４から床下空調用の空気（暖気）を吹き出す制御を行う。
【００９５】
　このように制御を行うと、図５に示したように、外気吸入口１０から吸入された換気用
の空気（外気）は、ダクト７１を通って、中継部のフィルターボックス１９により清浄化
され、エアコンディショナの屋内機３の外気吸込部３１から吸い込まれるとともに、床下
空調用排気口１４から吸い込まれた床下空調用の空気は、ダクト７２を通って、中継部の
フィルターボックス１９により清浄化され、エアコンディショナの屋内機３の床下空調空
気吸込部３２Ｂから吸い込まれる。
【００９６】
　ここで、１階用換気空気吹出部３３Ａから吹き出された換気用の空気は、換気空調分岐
ユニット３Ｃの１階用分岐流路３９ａを介して、１階用空気吹出部３９Ａからダクト７４
を通って、１階用給気口１２から１階居室空間５１へ給気される。
【００９７】
　また、床下用吹出部３４から吹き出された床下空調用の空気（暖気）は、主に床下空間
４内を対流し、その熱は、床部１ａを介して床上空間５へ伝達され、床上空間５を均一に
ムラなく暖めるとともに、吹き出しにより床下空間４を溢れた床下空調用の空気が、別の
給気口１３から１階居室空間５１へ給気される。
【００９８】
　そして、１階居室空間５１内を空調した後、床下用吹出部３４から吹き出された床下空
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調用の空気相当分の空気は、床下空調用排気口１４からダクト７２へ排気され、残りの換
気用の空気相当分の空気は、第１空間換気空調用排気口としてのドア５１ａの隙間６１か
ら共有空間としての階段スペース５３へ排気され、階段スペース５３も換気した後、換気
用排気口１６からダクト７６を通って、換気用吸込部３７から吸い込まれてから内気吹出
部３８から吹き出され、ダクト７７を通って、内気吐出口１１から建物１の屋外へ排気さ
れる。
【００９９】
　さらに、２階用換気空気吹出部３３Ｂから吹き出された換気用の空気は、換気空調分岐
ユニット３Ｃの２階用分岐流路３９ｂを介して、２階用空気吹出部３９Ｂからダクト７５
を通って、２階用給気口１５から２階居室空間５２へ給気される。
【０１００】
　そして、２階居室空間５２内を換気した後、第２空間換気空調用排気口としてのドア５
２ａの隙間６２から共有空間としての階段スペース５３へ排気され、１階居室空間５１を
換気した後の床下空調用の空気相当分の空気を除いた換気用の空気とともに階段スペース
５３も換気した後、１階居室空間５１の換気用の空気相当分の空気とともに、換気用排気
口１６からダクト７６を通って、換気用吸込部３７から吸い込まれてから内気吹出部３８
から吹き出され、ダクト７７を通って、内気吐出口１１から建物１の屋外へ排気される。
【０１０１】
　すなわち、この循環を繰り返す。
【０１０２】
　次に、床上空間５を、即効性を有する暖房と床下暖房との両方で暖めたいときは、制御
部３ａは、換気空調装置としてのエアコンディショナの屋内機３の外気吸込部３１から換
気用の空気を吸い込み、１階用換気空気吹出部３３Ａ及び２階用換気空気吹出部３３Ｂか
ら換気用の空気を吹き出し、換気用吸込部３７から排気された換気用の空気を吸い込み、
それを内気吹出部３８から吹き出すとともに、空調空気吸込部３２Ａ及び床下空調空気吸
込部３２Ｂから空調用の空気を吸い込み、１階用空調空気吹出部３５、２階用空調空気吹
出部３６、及び床下用吹出部３４から空調用の空気（暖気）及び床下空調用の空気（暖気
）を吹き出す制御を行う。
【０１０３】
　このように制御を行うと、図６に示したように、外気吸入口１０から吸入された換気用
の空気（外気）は、ダクト７１を通って、中継部のフィルターボックス１９により清浄化
され、エアコンディショナの屋内機３の外気吸込部３１から吸い込まれるとともに、空調
用排気口１７から吸い込まれた空調用の空気は、ダクト７３を通って、中継部のフィルタ
ーボックス１９により清浄化され、エアコンディショナの屋内機３の空調空気吸込部３２
Ａから吸い込まれ、床下空調用排気口１４から吸い込まれた床下空調用の空気は、ダクト
７２を通って、中継部のフィルターボックス１９により清浄化され、エアコンディショナ
の屋内機３の床下空調空気吸込部３２Ｂから吸い込まれる。
【０１０４】
　ここで、１階用換気空気吹出部３３Ａから吹き出された換気用の空気及び１階用空調空
気吹出部３５から吹き出された空調用の空気（暖気）は、換気空調分岐ユニット３Ｃの１
階用分岐流路３９ａを介して、１階用空気吹出部３９Ａからダクト７４を通って、１階用
給気口１２から１階居室空間５１へ給気される。
【０１０５】
　また、床下用吹出部３４から吹き出された床下空調用の空気（暖気）は、主に床下空間
４内を対流し、その熱は、床部１ａを介して床上空間５へ伝達され、床上空間５を均一に
ムラなく暖めるとともに、吹き出しにより床下空間４を溢れた床下空調用の空気が、別の
給気口１３から１階居室空間５１へ給気される。
【０１０６】
　そして、１階居室空間５１内を換気空調した後、床下用吹出部３４から吹き出された床
下空調用の空気相当分の空気は、床下空調用排気口１４からダクト７２へ排気され、残り
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の換気用の空気及び空調用の空気相当分の空気は、第１空間換気空調用排気口としてのド
ア５１ａの隙間６１から共有空間としての階段スペース５３へ排気され、階段スペース５
３も換気した後、換気用排気口１６からダクト７６を通って、換気用吸込部３７から吸い
込まれてから内気吹出部３８から吹き出され、ダクト７７を通って、内気吐出口１１から
建物１の屋外へ排気されるとともに、空調用の空気相当分の空気は、空調用排気口１７か
らダクト７３内へ排気される。
【０１０７】
　さらに、２階用換気空気吹出部３３Ｂから吹き出された換気用の空気及び２階用空調空
気吹出部３６から吹き出された空調用の空気（暖気）は、換気空調分岐ユニット３Ｃの２
階用分岐流路３９ｂを介して、２階用空気吹出部３９Ｂからダクト７５を通って、２階用
給気口１５から２階居室空間５２へ給気される。
【０１０８】
　そして、２階居室空間５２内を換気空調した後、第２空間換気空調用排気口としてのド
ア５２ａの隙間６２から共有空間としての階段スペース５３へ排気され、１階居室空間５
１を換気空調した後の換気用の空気及び空調用の空気相当分の空気とともに階段スペース
５３も換気空調した後、換気用の空気相当分の空気は、１階居室空間５１の換気用の空気
相当分の空気とともに、換気用排気口１６からダクト７６を通って、換気用吸込部３７か
ら吸い込まれてから内気吹出部３８から吹き出され、ダクト７７を通って、内気吐出口１
１から建物１の屋外へ排気されるとともに、空調用の空気相当分の空気は、１階居室空間
５１の空調用の空気相当分の空気とともに、空調用排気口１７からダクト７３内へ排気さ
れる。
【０１０９】
　すなわち、この循環を繰り返す。
【０１１０】
　次に、冷房を行う際の換気空調運転時のパターンについて説明する。
【０１１１】
　床上空間５を、冷房で冷やしたいときは、制御部３ａは、換気空調装置としてのエアコ
ンディショナの屋内機３の外気吸込部３１から換気用の空気を吸い込み、１階用換気空気
吹出部３３Ａ及び２階用換気空気吹出部３３Ｂから換気用の空気を吹き出し、換気用吸込
部３７から排気された換気用の空気を吸い込み、それを内気吹出部３８から吹き出すとと
もに、空調空気吸込部３２Ａから空調用の空気を吸い込み、１階用空調空気吹出部３５及
び２階用空調空気吹出部３６から空調用の空気（冷気）を吹き出す制御を行う。
【０１１２】
　このように制御を行うと、図４に示したように、外気吸入口１０から吸入された換気用
の空気（外気）は、ダクト７１を通って、中継部のフィルターボックス１９により清浄化
され、エアコンディショナの屋内機３の外気吸込部３１から吸い込まれるとともに、空調
用排気口１７から吸い込まれた空調用の空気は、ダクト７３を通って、中継部のフィルタ
ーボックス１９により清浄化され、エアコンディショナの屋内機３の空調空気吸込部３２
Ａから吸い込まれる。
【０１１３】
　ここで、１階用換気空気吹出部３３Ａから吹き出された換気用の空気及び１階用空調空
気吹出部３５から吹き出された空調用の空気（冷気）は、換気空調分岐ユニット３Ｃの１
階用分岐流路３９ａを介して、１階用空気吹出部３９Ａからダクト７４を通って、１階用
給気口１２から１階居室空間５１へ給気される。
【０１１４】
　そして、１階居室空間５１内を換気空調した後、第１空間換気空調用排気口としてのド
ア５１ａの隙間６１から共有空間としての階段スペース５３へ排気され、階段スペース５
３も換気空調した後、換気用の空気相当分の空気は、換気用排気口１６からダクト７６を
通って、換気用吸込部３７から吸い込まれてから内気吹出部３８から吹き出され、ダクト
７７を通って、内気吐出口１１から建物１の屋外へ排気されるとともに、空調用の空気相
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当分の空気は、空調用排気口１７からダクト７３内へ排気される。
【０１１５】
　また、２階用換気空気吹出部３３Ｂから吹き出された換気用の空気及び２階用空調空気
吹出部３６から吹き出された空調用の空気（冷気）は、換気空調分岐ユニット３Ｃの２階
用分岐流路３９ｂを介して、２階用空気吹出部３９Ｂからダクト７５を通って、２階用給
気口１５から２階居室空間５２へ給気される。
【０１１６】
　そして、２階居室空間５２内を換気空調した後、第２空間換気空調用排気口としてのド
ア５２ａの隙間６２から共有空間としての階段スペース５３へ排気され、１階居室空間５
１を換気空調した後の換気用の空気及び空調用の空気とともに階段スペース５３も換気空
調した後、換気用の空気相当分の空気は、１階居室空間５１の換気用の空気相当分の空気
とともに、換気用排気口１６からダクト７６を通って、換気用吸込部３７から吸い込まれ
てから内気吹出部３８から吹き出され、ダクト７７を通って、内気吐出口１１から建物１
の屋外へ排気されるとともに、空調用の空気相当分の空気は、１階居室空間５１の空調用
の空気相当分の空気とともに、空調用排気口１７からダクト７３内へ排気される。
【０１１７】
　すなわち、この循環を繰り返す。
【０１１８】
　次に、実施例の作用効果について説明する。
【０１１９】
　このような実施例の換気空調システムは、第１空間としての１階居室空間５１と第２空
間としての２階居室空間５２とを有する床上空間５を備えた建物１の床下空間４に換気装
置３Ａと空調装置３Ｂとを一体化した換気空調装置としてのエアコンディショナの屋内機
３が設置されている。
【０１２０】
　そして、建物１の床上空間５の１階居室空間５１と２階居室空間５２とに面して下階用
給気口１２と上階用給気口１５とがそれぞれ設けられており、エアコンディショナの屋内
機３と下階用給気口１２及び上階用給気口１５との間は、換気空調分岐ユニット３Ｃを介
して、第１空間用ダクトとしてのダクト７４と第２空間用ダクトとしてのダクト７５とに
よりそれぞれ接続されている。
【０１２１】
　そのうえで、換気空調分岐ユニット３Ｃ内は、換気装置３Ａの第１空間用換気空気吹出
部としての１階用換気空気吹出部３３Ａと空調装置３Ｂの第１空間用空調空気吹出部とし
ての１階用空調空気吹出部３５とダクト７４とが連通する第１空間用分岐流路としての１
階用分岐流路３９ａと、換気装置３Ａの第２空間用換気空気吹出部としての２階用換気空
気吹出部３３Ｂと空調装置３Ｂの第２空間用空調空気吹出部としての２階用空調空気吹出
部３６とダクト７５とが連通する第２空間用分岐流路としての２階用分岐流路３９ｂとに
区画された構成とされている。
【０１２２】
　こうした構成なので、換気空調分岐ユニット３Ｃの存在によりエアコンディショナの屋
内機３に接続されるダクト７４，７５の分岐部が簡略化されるため、全体的にダクトが少
ない簡易な構造となり、施工作業やメンテナンス作業を容易に行うことができる。
【０１２３】
　そのうえ、換気空調装置としてのエアコンディショナの屋内機３などが、床下空間４に
設置されているため、床上空間５は、これらに占用されず、有効に利用することができ、
意匠的外観も良い。
【０１２４】
　また、換気空調装置としてのエアコンディショナの屋内機３は、ヒートポンプ式であり
、屋外に設置された屋外機２に接続されている。
【０１２５】
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　このため、ヒートポンプを用いるので、省エネルギー性能に優れたものとすることがで
きる。
【０１２６】
　さらに、エアコンディショナの屋内機３における１階用空調空気吹出部３５と２階用空
調空気吹出部３６とには、逆流防止弁３５ａ，３６ａがそれぞれ設けられている。
【０１２７】
　このため、空調運転は行っておらず、換気運転のみをおこなっているときに、換気用の
空気が１階用空調空気吹出部３５や２階用空調空気吹出部３６に流れ込んで換気機能が低
下するのを防止することができる。
【０１２８】
　また、エアコンディショナの屋内機３は、床下用吹出部３４を備えている。
【０１２９】
　このため、床下用吹出部３４から床下空調用の空気（暖気）を吹き出し、床下空間４内
で対流させて、床上空間５を均一にムラなく暖める床下暖房を行うことができる。
【０１３０】
　さらに、床下空間４は、建物１の床としての床部１ａと基礎底盤コンクリート１ｂと基
礎側壁コンクリート１ｃとに囲まれているとともに、基礎側壁コンクリート１ｃには基礎
断熱材１８が取り付けられている。
【０１３１】
　このため、床下空間４を断熱構造とするため、床下空間４内の空気の熱を屋外に極力漏
らすことなく、特に、エネルギー効率のよい床下暖房を行うことができる。
【０１３２】
　このような実施例の建物１は、実施例の換気空調システムを備えた構成とされている。
【０１３３】
　このような構成なので、上記した実施例の換気空調システムの作用効果を奏する建物と
することができる。
【０１３４】
　以上、図面を参照して、本発明を実施するための形態を実施例に基づいて詳述してきた
が、具体的な構成は、この実施例に限らず、本発明の要旨を逸脱しない程度の設計的変更
は、本発明に含まれる。
【０１３５】
　例えば、上記した実施例では、本発明の換気空調システムの説明を簡単に行えるように
、建物１の構造などを単純化したが、これに限定されず、３階以上のより複雑な建物など
において実施してもよい。
【０１３６】
　また、上記した実施例では、余計なスペースを必要とせず、換気空調分岐ユニット３Ｃ
との組み立てを容易に行えるように、換気装置３Ａと空調装置３Ｂとが一体化された換気
空調装置としてのエアコンディショナの屋内機３を用いて実施したが、これに限定されず
、共通の換気空調分岐ユニット３Ｃを用いれば、換気装置３Ａと空調装置３Ｂとを別体と
して実施してもよい。
【０１３７】
　さらに、上記した実施例では、床下用吹出部３４を設けて床下暖房を行えるようにして
実施したが、これに限定されず、床下用吹出部３４を設けずに実施してもよい。
【０１３８】
　また、上記した実施例では、第１空間を１階居室空間５１とし、第２空間を２階居室空
間５２として実施したが、これに限定されず、例えば、同じ階の２つの居室空間を第１空
間、第２空間として実施してもよい。
【０１３９】
　さらに、上記した実施例では、第１空間と第２空間の２つだけとし、換気空調分岐ユニ
ット３Ｃ内は、１階用分岐流路３９ａと２階用分岐流路３９ｂの２つだけに区画して実施
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したが、これに限定されず、より多くの空間を対象とし、換気空調分岐ユニット３Ｃ内の
分岐流路をより多く設けて実施してもよい。
【符号の説明】
【０１４０】
１　　　建物
１ａ　　床部（１階部分の床）
１ｂ　　基礎底盤コンクリート
１ｃ　　基礎側壁コンクリート（建物の外周の基礎）
１ｄ　　外壁部
１ｅ　　天井部
１ｆ　　中間壁
１ｇ　　床部（２階部分の床）
２　　　エアコンディショナの屋外機
２１　　熱媒循環管路
３　　　エアコンディショナの屋内機（換気空調装置）
３ａ　　制御部
３ｂ　　熱交換器
３Ａ　　換気装置
３Ｂ　　空調装置
３Ｃ　　換気空調分岐ユニット
３０ａ　換気排気用空間
３０ｂ　換気給気用空間
３０ｃ　空調用空間
３１　　外気吸込部
３２Ａ　空調空気吸込部
３２Ｂ　床下空調空気吸込部
３３Ａ　１階用換気空気吹出部（第１空間用換気空気吹出部）
３３Ｂ　２階用換気空気吹出部（第２空間用換気空気吹出部）
３４　　床下用吹出部
３５　　１階用空調空気吹出部（第１空間用空調空気吹出部）
３６　　２階用空調空気吹出部（第１空間用空調空気吹出部）
３５ａ　逆流防止弁
３６ａ　逆流防止弁
３７　　換気用吸込部
３８　　内気吹出部
３９Ａ　１階用空気吹出部（第１空間用空気吹出部）
３９Ｂ　２階用空気吹出部（第２空間用空気吹出部）
３９ａ　１階用分岐流路（第１空間用分岐流路）
３９ｂ　２階用分岐流路（第２空間用分岐流路）
４　　　床下空間
５　　　床上空間
５１　　１階居室空間（第１空間）
５２　　２階居室空間（第２空間）
５３　　階段スペース（共有空間）
５１ａ　ドア（出入口）
５２ａ　ドア（出入口）
６１　　ドアの隙間（第１空間換気空調用排気口）
６２　　ドアの隙間（第２空間換気空調用排気口）
７１　　ダクト
７２　　ダクト
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７３　　ダクト
７４　　ダクト（第１空間用ダクト）
７５　　ダクト（第２空間用ダクト）
７６　　ダクト
７７　　ダクト
８　　　ファン（強制吹出手段）
９　　　仕切り材
１０　　外気吸入口
１１　　内気吐出口
１２　　１階用給気口（第１空間用給気口）
１３　　別の給気口
１４　　床下空調用排気口
１５　　２階用給気口（第２空間用給気口）
１６　　換気用排気口
１７　　空調用排気口
１８　　基礎断熱材
１９　　フィルターボックス（空気清浄化手段）
１９ａ　フィルターボックス内の隔壁

【図１】 【図２】
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